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許すという言葉の重み
栃木・石坂　彩音里
　「ニュースをお伝えします。先ほど万引き犯が逮捕されました。」
　テレビからそんなニュースが流れるのも、珍しくもないと思う程、私たちの日常の中で犯罪は、当たり前な出来事になっていました。
　自分がされて嫌なことは、人にしない。小さい頃からそう言って育てられた気がします。私たちは、家族とのふれあいや、学校・社会での学びを通して、良い事と悪い事を知り、また、大人になってそれを自分の子供に伝える事で、犯罪のない社会を目指して行くものだと思っていました。
　私が犯罪と聞いて、思い浮かぶものがいくつかあります。万引きや窃盗、引き逃げや誘拐、暴力や殺人など、考えればもっとたくさんあるのだと思います。ふと、思い出した事がありました。それは、お父さんとご飯を食べに行き、帰ろうと車に乗ってすぐ、警察の人に呼び止められたことです。
「すみません。ここに息を吐いてもらえますか。」
そんなことを言われていた気がします。
「はい、ありがとうございました。」
そう言われて車は走り出しました。
「なんで息を吐いたの。」
すごく疑問に思ったし、警察の人は何がしたかったのかわからなかったので聞いてみると、
「お酒を飲んでいないか調べたんだよ。」
と、お父さんは教えてくれました。よくみると、私たちがご飯を食べた隣のお店は、居酒屋だったのです。そのことがあって、飲酒運転という犯罪があることも知りました。
　犯罪と聞くと、すごく大きな事のように感じていたけど、お父さんでも、検査を受けるくらいだから、誰もが犯罪者になる可能性がある、とても身近なものもあるのだと考えさせられました。
　罪を犯す人は、悪い事だとわかっていてやっているのでしょうか。悪いことをしてやろうと思ってやる人もいれば、したくないと思っていても、してしまった人もいるかもしれません。やってはいけないことだとわかっているのに、やってしまう理由ってなんだろうと、お母さんと犯罪について話していたら、
「犯罪の中で、自分が本当に困っていたらやってしまうかもしれないものはどれ。」
と、聞かれました。私が、もし本当に困っていたら、そう考えても答えられないでいました。するとまた、お母さんが質問をしてきました。
「じゃあ、お金もなく、食べ物もなく、もう何日も食べてなく、このままでは死んでしまうと思ったらどうする。」
私は少し考えて、
「盗む…、万引き。」
と答えました。
　万引きのニュースを見て、どうしてそんなことをするのだろう、きっと悪い人だからだと決めつけていたけど、もしかしたら盗んだ人の中には、お母さんが言った様に、死んでしまいそうな人がいたのかも知れない、そう思うと、悪いことをした人というイメージが少し変わってきました。
　犯罪は罪だし、許されるべきではないと思うけど、それでも、罪を犯す前に助けてあげることは出来なかったのだろうか。話を聞いてくれる人がいれば、ダメだよ、と諭してくれる人がいれば、そして困っていると打ち明けられる場所があれば、どんなに小さなきっかけでもあれば、救えた人達がいたかもしれないと思えてきました。
　私はまだ子供だから、助けにはならないかもしれない、それでも、罪を犯す前に止めることができたなら、犯罪者だけではなく被害者も救えるかも知れないと思いました。
　罪を犯した人は、その時の自分と向き合いやった事を認め、罪を償って戻ってくる事があります。どんな理由があっても、私は、悪い事をしたのだから、反省していると言われても信用できないし、身近にいたら、嫌な顔をしたり、もしかしたら悪口を言ったりしてしまうかも知れません。罪を犯すとはそういう事だと思います。ただ、ごめんなさいと言われたら、いいよと言って許してあげる事も学んできました。
　された人から「許す」と言う言葉をもらうのは本当に簡単なことではないけれど、された人が「許す」と、言葉にする方がもっときっと、勇気がいることだと思います。私が、悪いことをされたら「許す」と言えるかわかりませんが、罪をつぐなって反省している人がいれば、受け入れるのも私にできる、必要な役目なのだと思います。
　私がもし、罪を犯し、反省できたなら挽回のチャンスが欲しいと思ってしまうので、相手のごめんなさいを受け入れ、許すと言えるように、一度の失敗を責め続けないよう広い心で、見られるようになりたいと思いました。
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